
氏名 友廣　信逸

・
・
・
・

通信教育部担当科
目

・人間論Ⅲ
・
・
・

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

（特になし）

１　奈良県教育研究所の委嘱を受けて県のスクールカウンセラーに対するスーパーバイズ
　　を行い、また問題を抱える学校に派遣されてケース検討会での指導助言を実施した。
２　奈良いのちの電話協会における相談員に対する研修講師をつとめた。

関西学院大学大学院文学研究科教育学専攻修士課程修了

文学修士

犯罪心理学、青年心理学、学校臨床心理学

最終学歴

　【研究上の特記事項】 （特になし）

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

・学生相談員
・大学附属臨床心理クリニック相談員
・教務委員

専門分野

大学院博士後期課
程担当科目

平　成　２２　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本心理臨床学会
日本司法福祉学会

少年非行に及ぼす家族関係、養育環境の影響

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程
含）

・臨床心理査定演習
・犯罪心理学特論
・老年心理学特論
・臨床心理基礎実習

授業科目

学部担当科目

・犯罪心理学
・青年心理学
・アドヴァンスド心理学（家族臨床心理学）
・心理アセスメント実習
・臨床心理学応用実習
・臨床心理学演習
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研究業績[著書、学術論文等]

①

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（著書）

著書､学術論文等の名称

裁判員裁判で裁かれた少年事件につい
て検討する分科会を企画した。

①

②

②

③

④

⑤

①少年事件と裁判員裁判

③

（学会発表）

⑤

①「いま学生（若者）に期待
　されるもの」

③

（その他）

②

⑤

④

②

（学術論文）

③

④

今の若者はひ弱になっているのではな
いか。親子関係の変化から考察。

⑤

④

2010年8月


